
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 寺子屋…実施回数90%以上 4 学年×10分の家庭学習…90%以上

3 寺子屋…実施回数80%以上 3 学年×10分の家庭学習…80%以上
2 寺子屋…実施回数70%以上 2 学年×10分の家庭学習…70%以上
1 寺子屋…実施回数70%未満 1 学年×10分の家庭学習…70%未満
4 教科でのＩＣＴ活用…90%以上の授業 4 診断シート平均正答率…70%以上
3 教科でのＩＣＴ活用…80%以上の授業 3 診断シート平均正答率…60%未満
2 教科でのＩＣＴ活用…70%以上の授業 2 診断シート平均正答率…50%未満
1 教科でのＩＣＴ活用…70%未満の授業 1 診断シート平均正答率…40%以上
4 探究ノートの活用…年20回以上 4 主体的に課題解決…90%以上
3 探究ノートの活用…年10回以上 3 主体的に課題解決…80%以上
2 探究ノートの活用…年5回以上 2 主体的に課題解決…70%以上
1 探究ノートの活用…年5回未満 1 主体的に課題解決…70%未満
4 異学年活動…実施率90%以上 4 社会通念上のいじめ…0～5件
3 異学年活動…実施率80%以上 3 社会通念上のいじめ…6～15件
2 異学年活動…実施率70%以上 2 社会通念上のいじめ…16～30件
1 異学年活動…実施率70%未満 1 社会通念上のいじめ…31件以上
4 コグトレ…実施率90%以上 4 認知機能の向上…90%以上の児童
3 コグトレ…実施率80%以上 3 認知機能の向上…90%以上の児童
2 コグトレ…実施率70%以上 2 認知機能の向上…70%以上の児童
1 コグトレ…実施率70%未満 1 認知機能の向上…70%未満の児童
4 考え議論する道徳…実施率90%以上 4 自分事として考える…80%以上の児童

3 考え議論する道徳…実施率80%以上 3 自分事として考える…70%以上の児童

2 考え議論する道徳…実施率70%以上 2 自分事として考える…60%以上の児童

1 考え議論する道徳…実施率70%未満 1 自分事として考える…60%未満の児童

4 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…90%以上の児童 4 病欠児童…１日の平均0～3人
3 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…80%以上の児童 3 病欠児童…１日の平均4～7人
2 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…70%以上の児童 2 病欠児童…１日の平均8～11人
1 ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞの取組…70%未満の児童 1 病欠児童…１日の平均12人以上
4 元気アップの取組…18項目以上 4 運動することが楽しい…90%以上の児童

3 元気アップの取組…14項目以上 3 運動することが楽しい…80%以上の児童

2 元気アップの取組…10項目以上 2 運動することが楽しい…70%以上の児童

1 元気アップの取組…10項目未満 1 運動することが楽しい…70%未満の児童

4 学級外の児童支援…90%以上の教員 4 大人に相談できる…90%以上の児童

3 学級外の児童支援…80%以上の教員 3 大人に相談できる…80%以上の児童

2 学級外の児童支援…70%以上の教員 2 大人に相談できる…70%以上の児童

1 学級外の児童支援…70%以上の未満 1 大人に相談できる…70%未満の児童

4 図書館機能を活用…全学級月4回以上 4 言語能力向上…80%以上の児童
3 図書館機能を活用…全学級月3回 3 言語能力向上…70%以上の児童
2 図書館機能を活用…全学級月2回 2 言語能力向上…60%以上の児童
1 図書館機能を活用…全学級月１回以下 1 言語能力向上…60%未満の児童
4 タブレットの活用…全学級週10回以上 4 論理的思考力向上…80%以上の児童

3 タブレットの活用…全学級週6～9回 3 論理的思考力向上…70%以上の児童

2 タブレットの活用…全学級週3～5回 2 論理的思考力向上…60%以上の児童

1 タブレットの活用…全学級週3回未満 1 論理的思考力向上…60%未満の児童

4 全教科で課題解決学習…100%の学級 4 主体的に探究…80%以上の児童
3 全教科で課題解決学習…90%以上の学級 3 主体的に探究…70%以上の児童
2 全教科で課題解決学習…８０%以上の学級 2 主体的に探究…60%以上の児童
1 全教科で課題解決学習…８０%未満の学級 1 主体的に探究…60%未満の児童
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未知の課題を思索し、
新たな価値観や行動
を生み出し、協働して
未来を創造する子の
育成

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

自律的に学びに向か
い、創造力・表現力に
富み、正解のない課題
に納得解を導く子の育
成

主体的に学びに向かう
力の涵養とともに、学
習習慣の確立

「学びのすすめ」「自主
学習ノート」「寺子屋」
の推進等、授業と家庭
学習との連携強化

4

学校教育目標

　○　よく考える子ども
　○　けんこうな子ども
　○　すすんで働く子ども
　◎　思いやりのある子ども

ビジョン

職員が組織的に協働して、児童が主体的に活動し、生涯学習の基礎を確実に身に付け、家庭・地域の信託に応える学校

未来の創り手として、自ら考え、創造力・表現力に富み、互いを尊重し人の為に尽くす、心身共に健康で活力に満ちた子供

児童･保護者･地域の願いを受け止め、熱い心と志を持ち、変革に臆することなく、使命と役割を遂行し、結果に責任を持つ教師

3
○推進プラン改善充実

▲自主学習の推進

学習習慣は、学校だけでは
補えない部分もあり、家庭
と連携し、学校、家庭、地
域で幅広く取り組むことが
望ましい。

Ｂ

［自主学習ノート］と[学びの
すすめ]の核とし、学習習慣
を定着させる。[寺子屋]の
指導内容・方法を個別最
適、家庭との連携強化。

生きて働く基礎的・基
本的な知識及び技能
の確実な習得

UDやICT、授業スタイ
ルやノートの統一、板
書や発問の工夫等、
効果的な学習指導

4 4
○個別最適な学び

○板書構成の工夫改善

授業では、本時のめあて、
既習事項を生かす、振り返
りなど、基礎学力の定着を
図っている。予習や復習も
大切である。

Ａ

［学年・教科担任制］の充
実により、授業の質を向上
させる。ICTやUDを活用し
た[分かりやすい授業スタイ
ル]で効果的に指導する。

未知の課題に納得解
を導き、新たな価値を
創造する力の育成

「探究ノート」を活用し
た課題解決等、自ら考
え判断し表現する学習
と深い学びの重視

3 4
○主体的な学びの充実

▲新たな価値の創造

新たな価値とは何か、もっと
具体性がないと、新しい社
会の変化とともに、イメージ
がつかないのではと感じ
る。

Ｂ

［ふじみ探究の日］を核に、
探究的な学習を一層深め
ていく。生活科と探究のカリ
キュラムを改善し、［６年間
で系統的に育成］する。

豊
か
な
心

認知機能を高め、自分
も他の人も尊重し、敬
意をもって大切にでき
る心豊かな子の育成

個性を生かし、相互の
信頼関係を深め、自己
有用感の醸成

「h-QU」の結果を生か
した児童集会や縦割り
班活動等、異年齢集
団の活動の推進

4 4
○穏やかな学校生活

〇自己有用感が向上

個性を生かした授業を行っ
ている。子供に自分の存在
が大事だと思わせている。
今後も個々が輝ける機会の
提供を期待。

Ａ

Ｂ

ふれあい月間の「命の授
業」、WebQUなど豊かな関
係性を醸成。[挨拶］［靴の
踵を揃える]など家庭ととも
に凡事徹底を継続する。

認知機能を高め、自他
共に敬意をもって関係
する力の育成

「コグトレ」や学級活動
の工夫による認知機能
や感情統制、やり抜く
力等の重視

4 3
〇自他を認め合う意識

▲コグトレの系統性

子供も大人も、様々な認知
の違いがあることを知ること
から始まり、より良い人間関
係を作るきっかけとなって
いると思う。

Ｂ

認知-感情統制-対人スキ
ル等、社会性を[コグトレ]で
育成する。[異年齢の縦割り
班活動][交流及び共同学
習]を一層充実させる。
[考え議論する道徳]の授業
展開、[人権集会]で豊かな
心を育成する。[朝読][短作
文]などの取り組みで、１日
を心穏やかにスタートする。

健
や
か
な
体

基本的な生活習慣を
身に付け、運動に親し
み、心身共に健康で
活力に満ちた子の育
成

新しい生活様式と、健
康教育・食育推進を改
善、充実、徹底させ
る。

「ｸﾞｯﾄﾞﾓｰﾆﾝｸﾞ60分」
等、新しい生活様式の
定着と、食育の計画的
な推進・充実

4 3
○生活習慣の定着

▲スマホ依存増加傾向

食材にこだわり、郷土料理
など、食に興味を持てる機
会を与えている。低学年
は、うがい手洗いの継続的
な声掛けが必要。

自他を大切にし、よく
生きる、内面に根ざし
た道徳性の涵養

問題解決的あるいは
体験を通した発問構
成の工夫、広い視野
で考え議論する道徳

3 4
▲議論する道徳の工夫

〇思いやりの心が醸成

道徳の授業や日常生活に
おいて、思いやりの気持
ち、善悪の判断を指導する
教職員の一貫した関りが求
められると思う。

Ｂ

[ノースマホデー]等、スマホ
やゲーム依存の対策。[給
食課][栄養士]と協働して、
計画的な食育を推進する。

基礎的な体力の向上
と生涯に渡り運動に親
しむ資質能力の向上

「元気ｱｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」
を活用した運動習慣に
つながる授業の工夫、
家庭との連携協力

3 3
▲運動習慣の改善

▲元気ＵＰ活用充実

元気アップを取り入れたり、
児童が参加しやすい取り組
みが行われているが、運動
が苦手な児童への配慮や
支援が必要。

Ａ

元気アップガイドを活用し
た「元気アップタイム」を拡
大・充実。休み時間の[外
遊び][学級レク]を推奨、体
を動かす時間を確保。

Ａ

［学年担任制］等、すべて
の子供にとって学校が安心
できる場所とする。[SOS
カード]の活用で、いつでも
相談できる雰囲気を醸成。

輝
く
未
来

言語能力とともに、未
知の課題に向き合い
思索する力の育成

学校図書館に学習・情
報センター機能をもた
せ、全教育課程で言
語活動を充実

4 4
○図書館の活用充実

〇語り合い活動の充実

言葉の教育の大切さを校
長先生が掲げ、全校でそ
れが統一されて活動を行っ
ている。短作文や読書感想
文の指導がよい。

居場所づくりや心に寄
り添う相談など、悩み
を抱えない相談体制

スマイルの活用の他、
全学年で「ＳＯＳカー
ド」を活用した多様な
対処方法を推進

4 4
○ストレスゼロ学校生活

〇ふじみスマイル効果

先生たちがきめ細かく指導
をしてくれていて、子供たち
の相談に乗ってくれてい
る。安心した学校生活が送
れている。

Ａ

［短作文］[読書感想文][調
べコン]［思索コン］のつな
がりを重視する。思考力を
核としつつ、[語り合い]の時
間と内容を一層充実。

情報活用能力ととも
に、新たな解を創造す
る力の醸成

１人１台の端末やオン
ラインの活用など、見
方・考え方を働かせな
がら思索する場の充実

3 4
○探究ノートの活用

〇探究学習の深化

ICTを活用して授業でも効
果的な使い方が見られる。
インターネットルールにつ
いては、確認、徹底が必要
だと思う。

Ａ

[MISHプログラミング]を活
用してプログラミング的思考
を深める。本校の６年間の
[情報活用能力指導計画]
に基づき、着実に育成。

教科横断的に６年間を
見通した教育課程全
体を往還させる。

調べ学習コンクール参
加等、家庭や地域と連
携・協働した自己実現
への手立ての充実

4 4
○縦割り班活動の充実

〇各種賞の上位入賞

子供たちは課題追求すると
ともに、新たな課題に出
会っても、また取り組む姿
勢を見せていた。さらなる
充実を期待したい。

Ａ

［未知の課題に対峙する
力］を育成する機会を意図
的に設定していく。６年間
の[探究力]を系統的・計画
的に積み上げていく。


